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湛水直播栽培の播種様式が水稲生育に及ぼす影響 

第１報 鉄コーティング表面播種水稲の生育 
 

進藤勇人・齋藤雅憲・三浦恒子 

１．ねらい 

 秋田県では水稲直播栽培技術は、省力技

術として湛水（潤土）土中条播を中心に普

及面積が拡大している。寒冷地では出芽・

苗立ちの安定化技術が最も重要であり、そ

のための技術開発が進展している。秋田県

では湛水直播が直播面積の約 90％を占め

ているが、近年、鉄コーティング種子の表

面播種方式が拡大傾向で、直播面積の

18.5％（平成 25 年）となっている。 

しかし「あきたこまち」の鉄コーティン

グ表面播種水稲の生育特性が明らかになっ

ていないことから、その生育特性をカルパ

ーコーティング土中播種と比較検討した。 

 

２．試験方法 

(1) 試験年次： 2012～2013 年 

(2) 試験場所・土壌条件：秋田農試水田ほ

場、細粒グライ土 

(3) 供試品種・播種様式：「あきたこまち」・

湛水（潤土）条播（両区とも K 社高精度

播種機 EP67-NDS6F 型を用い、カルパー

区は土中播種キットを装着し播種した） 

(4) 播種日：2012 年 5 月 11 日、2013 年 5

月 14 日 

(5) 試験区の構成：①鉄区：0.5 倍鉄コーテ

ィング表面播種 播種量（乾籾換算）2012

年 7.2g/㎡、2013 年 6.2g/㎡、②カルパー

区：等倍カルパーコーティング土中播種 

播種量（乾籾換算）2012 年 4.9g/㎡、2013

年 4.8g/㎡。施肥は全層施肥で 0.8kgN/a(速

効 N:LP70=1:1)で行い、無追肥とした。 

(6) 鉄コーティングの方法：鉄コーティン

グは浸種（消毒）を 3 日間（積算水温 60℃

未満）行い、コーティング比（乾籾比）

0.5 倍でコーティングし、屋内で乾燥（酸

化、放熱）した。 

(7) 播種後の水管理：鉄区は播種後かん水

し自然落水した。その後出芽揃いまで浅

水の間断かん水を継続し、1 葉期以降に湛

水管理した。カルパー区は播種後落水し、

出芽 10%（落水出芽 2012 年 8 日間、2013

年 7 日間）で再湛水した。 

 

３．結果及び考察 

(1)生育ステージ、葉齢及び苗立ち期の生育 

鉄区は出芽が遅く、両年ともカルパー区 

 

に比べ、出芽始めで 2 日遅く、1.5 葉期で 4

日遅かった。また、幼穂形成期、出穂期、

成熟期とも 3～5 日遅かった（表１）。 

鉄区の主稈葉齢は幼穂形成期頃まで少な

く推移し、カルパー区に比べ、2012 年で 0.3

～0.5 葉、2013 年で 0.1～0.5 葉少なかった

（表 2、3）。生育ステージと主稈葉齢の遅

れは、出芽の遅れによるものと考えられた。 

鉄区の苗立ち率は、2012 年が 55.5%、2013

年が 46.3%とカルパー区より低かった。ま

た、苗立ち期（播種後日数 2012 年は 32 日、

2013 年は 35 日）の乾物重は土中播種より

40～60%少なかった（表 4）。鉄コーティ

ング種子の表面播種は低温条件で出芽・苗

立ちが遅れ、苗立ち率が低下し、初期生育

量が小さくなることが報告されている。１）

(古畑ら 2009)本報告の結果と一致してお

り、播種後低温で経過する秋田県では出芽

を早進化できる水管理等の技術開発が重要

と考えられた。 

(2)茎数の推移 

鉄区の茎数はカルパー区に比べ、6 月下旬

まで同等～やや少なく推移し、最高茎数は

同等～やや多く、穂数は同等であった（図

1、2）。分げつ増加比は 6 月下旬までの増

加が少なく、それ以降最高分げつ期までの

増加はカルパー区と同等であった（図 3）。

2012 年も同様の傾向であった（データ省

略）。鉄区はカルパー区より、低節位分げ

つの発生が少なく、高節位分げつの発生が

多いと推察された。 

(3)収量および玄米品質 

両区の精玄米収量は、2 カ年とも同等であ

った。しかし 2013 年は、稈長が同等である

が鉄区の倒伏程度が大きく、玄米外観品質

がカルパー区より低かった（表 5）。表面

播種は土中播種より倒伏しやすいため、高

品質米生産のためには倒伏を軽減できる肥

培管理の導入が必要と考えられた。 

 

 ４．まとめ                           

 鉄区はカルパー区に比べ、出芽、苗立ち

が遅く、成熟期まで 3～4 日遅い、生育経過

であった。また、倒伏が大きくなりやすい

ため、同程度の稈長でも倒伏による玄米品

質の低下が懸念された。 
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表１　播種法が生育ステージ及び主稈葉齢に及ぼす影響

出芽始め 1葉期 1.5葉期 幼穂形成期 出穂期 成熟期

鉄 5/21 5/30 6/2 7/25 8/15 9/21

カルパー 5/19 5/26 5/29 7/20 8/11 9/18

鉄 5/23 6/2 6/5 7/21 8/13 9/27

カルパー 5/20 5/28 6/1 7/18 8/10 9/23

2012

2013

生育ステージ（月/日）試験
年次

区名

表２　播種法が主稈葉齢に及ぼす影響（2012年）

区名 6月12日 6月27日 7月20日 8月15日

鉄 3.8 6.9 10.3 12.9
カルパー 4.3 7.3 10.6 12.6

（葉）

表３　播種法が主稈葉齢に及ぼす影響（2013年）

区名 6月12日 6月24日 7月18日 8月15日

鉄 4.0 6.5 10.2 12.4
カルパー 4.2 7.0 10.3 12.4

（葉）

表４　播種法が苗立ち期の生育及ぼす影響

本/㎡ % ㎝ 葉 g/100本

鉄 132.7 55.2 14.5 4.0 2.77

カルパー 104.8 63.7 18.9 4.2 4.66

鉄 100.3 46.3 13.7 3.8 3.58

カルパー 89.4 52.8 18.2 4.3 8.63

注１）苗立ちと生育の調査は2012、2013年とも6月12日に行った。

注２）苗立ち率は1.8m(90cm×2条(5株））×12箇所で調査した。
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注１）分げつ増加比＝各調査日の茎数/苗立ち本数

表５　収量及び収量構成要素、玄米品質

稈長 倒伏程度 精玄米重 穂数 籾数 登熟歩合 千粒重 外観品質

cm 0-4 kg/a 本/㎡ 千粒/㎡ % g 1-9

鉄 76 0.0 52.9 565 25.1 90.9 22.4 3.0 5.7

カルパー 77 0.0 52.1 531 26.9 88.5 22.5 2.7 5.9

鉄 80 3.0 53.1 535 29.4 85.8 22.0 5.3 6.4

カルパー 79 0.9 53.1 536 28.3 91.7 22.2 4.0 6.2
注１)外観品質は、穀物検定協会仙台支所調べ。カメムシ斑点米、胴割れ粒は、除く。
注２)玄米タンパク質は、玄米窒素含有率に5.95を乗じて求めた。
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